
-1- 

建設工事におけるＩＳＯ9001 認証取得を活用した監督業務等の試行要領 
 

 
（目的） 
第１条 この要領は、農政部、林政部及び基盤整備部が発注する建設工事において、地
方自治法第 234 条の 2の規定による契約の履行の確保のうち、ＩＳＯ9001 認証を取得
している請負者における品質マネジメントシステムを建設工事の監督業務等に活用
することにより、工事の品質確保と監督業務の一層の効率化を図ることを目的とす
る。 
 
（対象工事） 
第２条 対象工事は、農政部、林政部及び基盤整備部が発注する建設工事（建築工事を
除く）のうち、知事が指定した工事とする。ただし、共同企業体が施工する工事およ
び岐阜県建設工事低入札価格の調査対象となった工事を除く。 
 
（ＩＳＯ9001 認証等） 
第３条 この要領において、「ＩＳＯ9001 認証」とは、ＪＩＳ Q  9001:2000（ＩＳＯ
9001:2000）又はこれらと一致する規格に基づく認証で、財団法人日本適合性認定協
会（ＪＡＢ）又は国際認定機関フォーラム（ＩＡＦ）における国際相互認証協定（Ｍ
ＬＡ）を締結している認定機関が認定した審査登録機関が行うものをいう。 
 
（手続き等） 
第４条 この要領を適用する建設工事は、設計図書（特記仕様書等）において次に掲げ
る事項を記載（別紙掲載例）するものとする。 
（１）本工事は、ＩＳＯ9001 認証取得を活用した監督業務の取扱いの対象工事である
こと。 
（２）請負者は、（１）の取扱いの適用を希望するときは、知事に対し工事請負契約
締結日から 14 日以内に第５条に掲げる書類を添えてその承認の申請をすること
が出来ること。 

（３）発注者は、（２）の申請があった場合において、（１）の取扱いの適用が適当
と認めたときは、受付日から 14 日以内に内容を承認し、その旨を申請者に通知
すること。 

（４）発注者は、（２）の申請があった場合において、（１）の取扱いの適用が適当
でないと認めたときは、受付日から 14 日以内に、理由を付してその旨を申請者
に通知すること。 

 
（申請） 
第５条  この取扱いを受けようとする請負者は、発注者に工事請負契約の締結の日から
14 日以内に、次に掲げる書類を提出して申請するものとする。 
    （１）申請書（別記様式１） 
    （２）ＩＳＯ9001 認証の取得に係る登録証の写し 
    （３）ＩＳＯ9001 の審査に係る次の書類 
イ  直近の審査報告書（初回審査、定期審査又は更新審査のいずれかを対象と
して審査登録機関が発行したものに限る。）の写し 
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ロ イの審査に係る合否判定結果の写し 
    （４） 申請に係る工事を担当する内部組織がＩＳＯ9001 認証を取得している旨を

示す書類 
    （５） ＩＳＯ9001 認証の範囲が、工事の内容に一致していることを示す書類 
２ （４）および（５）に掲げる書類については、（２）および（３）に掲げる書類に
よってその内容を確認することができる場合は、提出を要しない。 
 
（承認、通知） 
第６条 発注者は、第５条に基づく申請があった場合において、提出すべき全ての種類
が提出されており、かつその内容が適正であることを確認の上、この取扱いを行うこ
とが適当と認めたときは、受付日から 14 日以内に承認し、別記様式２によりその旨
を申請者（以下、「承認請負者」という。）に通知するものとする。 
２ 発注者は、第５条に基づく申請があった場合において、この取扱いを行うことが適
当でないと認めたときは、受付日から 14 日以内に別記様式３によりその旨を申請者
に通知するものとする。 
３ 第１項の承認を受けた請負者は、ＩＳＯ9001 認証が取り消されたとき、又はその維
持が困難と見込まれるときは、書面により速やかに監督員に届出るものとする。 
 
（品質計画書の提出等） 
第７条 承認請負者は、工事に係る品質計画書を作成し、工事の着手前に監督員に提出
するものとする。この場合において、工事の施工を請負者の複数の組織が担当し、か
つ当該複数の組織ごとにＩＳＯ9001 認証を取得しているときは、当該複数の組織ごと
に品質計画書を作成し、監督員に提出するものとする。 
２ 品質計画書および岐阜県建設工事共通仕様書（以下、「共通仕様書」という。）1-1-5
第１項に定める施工計画書は、統合して作成することができる。また、両者をそれぞ
れ作成する場合において、その記載事項に重複が生じるときは、その一方の記載にお
いて他方の記載を参照すべき旨を記載して作成することができる。 
 
（管理責任者の選任） 
第８条 承認請負者は、当該工事の品質を確保するため建設工事品質管理責任者（以下
「管理責任者」という。）を選任し、第７条に規定する品質計画書により監督員に通
知しなければならない。 
２ 管理責任者は、承認請負者の品質マネジメントシステムで位置づけられた品質管理
責任者、もしくは共通仕様書 1-1-45 に規定する「主任技術者」と同等以上の資格を
有する者から選任する。 
主任技術者同等以上の者から選任する場合は、資格を証する合格証明書等の写しを
品質管理計画書に添付する。 
３ 管理責任者は、他工事の管理責任者を兼務することができる。ただし、品質マネジ
メントシステムで位置づけられた品質管理責任者以外の者から選任した場合、本工事
の主任技術者および現場代理人を兼務することはできない。 
４ 管理責任者を変更しようとする場合は、別記様式４により監督員へ通知しなければ
ならない。 
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（品質マネジメントシステムを活用した監督業務） 
第９条 承認請負者は、共通仕様書 1-1-19「指定材料の確認」および 1-1-20「工事施
工状況立会・段階確認」について、監督員に代わり管理責任者が当該事項を確認する
ことをもって代えるものとする。ただし、段階確認においては別表１に示す項目とす
る。 
２ 承認請負者は、施工予定時期の１週間前を目途に段階確認書を監督員へ提出するも
のとする。 
３ 承認請負者は、第１項を適用した場合は別記様式５により確認記録を作成し、当該
確認を行った日より 14 日以内に監督員に提出するものとする。 
４ 重点監督（別表１＜参考＞に規定する重点監督をいう。）については、第１項を適
用しない。 
５  承認請負者は、工事の一部においてこの取扱いを希望しないときは、監督員の承諾
を得て第１項を適用しないことができる。 
 
（品質マネジメントシステムの運用状況の把握） 
第１０条 監督員は、次に掲げるところに従い、請負者の工事現場における品質マネジ
メントシステムの運用状況等を把握するための調査を行うものとする。 
（１）品質計画を工事着手前に把握すること。 
  （２）内部監査（６ヶ月に１度程度（工期が６ヶ月以内の場合にあっては、工期内に
おいて１度以上）実施されるものに限る。）が適正に実施されているかどうかを
確認し、請負者の品質マネジメントシステムの運用状況を把握すること。 

 
（検査時の立会い） 
第１１条  管理責任者は、当該工事における中間、完成検査時には必ず立ち会わなけれ
ばならない。 
 
（検査時の提出書類） 
第１２条  第９条第３項の規定により提出した確認記録は、監督員の承諾を得て請負者
が検査時に提出する品質管理及び出来形管理に関する書類に替えて提出することが
できる。 
 
（承認の取消し） 
第１３条 発注者は、次に掲げる場合、当該承認を取り消すことができる。 
（１）第６条第３項の規定に基づく届出があったとき。 
（２）第１０条に基づき運用状況等の把握を行った結果、不適合と認められたとき。 
２ 発注者は、前項の規定により承認を取り消したときは、速やかに請負者にその旨を
別記様式６により通知する。 
 
（附則） 
１ 本要領は、平成１８年１月１１日以降に発注する工事に適用する。
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別記様式１ 

 

ＩＳＯ９００１認証取得活用監督業務等申請書 

平成  年  月  日 
 
 
 岐阜県知事〔○○事務所長〕 様 
 
 
                            住所 
                            商号又は名称 
                            代表者氏名 
 
 
 ○○○○建設工事について、ＩＳＯ９００１認証取得を活用した監督業務等の取扱い
を受けたく、下記のとおり申請します。 
 

記 
 
 １ 工事名 
    工事番号：工第号 
    事 業 名： 
    施工位置： 
 
 ２ 添付書類 
      ①ＩＳＯ9001 認証の取得に係る登録証の写し 
      ②ＩＳＯ9001 の審査に係る直近の審査報告書の写し及び合否判定結果の写し 
      ③工事を担当する内部組織がＩＳＯ9001 認証を取得していることを示す書類 
      ④ＩＳＯ9001 認証の範囲が、工事の内容に一致していることを示す書類
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別記様式２ 

 

                             ○○第  号 
                           平成  年  月  日 
 
 
 住所 
 商号又は名称 
 代表者氏名 
 
 
                         岐阜県知事〔○○事務所長〕 
 
 

ＩＳＯ９００１認証取得活用監督業務等承認通知書 
 
 
 平成  年  月  日付けで申請のあった○○○○建設工事に関するＩＳＯ9001
認証取得を活用した監督業務等の取扱いについては、承認します。
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別記様式３ 

 

                            ○○第  号 
                    平成  年  月  日 

 
 
 住所 
 商号又は名称 
 代表者氏名 
 
 

                岐阜県知事〔○○事務所長〕 
 
 

ＩＳＯ９００１認証取得活用監督業務等不承認通知書 
 
 
 平成  年  月  日付けで申請のあった○○○○建設工事に関するＩＳＯ9001
認証取得を活用した監督業務等の取扱いについては、不承認とします。 
 
 
 
 

記 
 
 
  不承認とした理由： 
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別記様式４ 

 

建設工事品質管理責任者変更届 
 

平成  年  月  日 
 
 岐阜県知事〔○○事務所長〕 様 
 
                  住所 
                    商号又は名称 
                    代表者氏名 
 
 平成  年  月  日付け○○○○号により承認された、次の工事について、建設
工事品質管理責任者を下記のとおり変更します。 
 
  工事番号： 第    号 
工 事 名： 
  工事場所： 
 

記 
 
 
 
     新任者 ：   ○○ ○○               
 
     旧任者 ：   ○○ ○○               
 
 

変更理由： 
                                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※新任者の資格を証する合格証明書等の写しを添付すること。 
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別記様式５ 

確  認  記  録 

測定日 平成 年 月 日 
建設工事品質

管理責任者 
 課 

 

長 
 

係 

 

長 
 

担 

当 

者 
 
報告日 平成 年 月 日 現場代理人  

工事番号     号 事業名  施工場所 
 

 

業 者 名  請負額        円 工期 平成 年  月  日～平成  年  月  日 

測定位置 
 

 
測定内容 

 

 

 

測 定 値 及 び 結 果 表 

測 点 設計値 実測値 差 規格値 判 定 

      

      

      
      

      

      
      

      

      
      

      

測 定 位 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定状況及び確認写真 

 

 

 

・速やかに報告すること 

 
 
 
  

報 告 事 項 等  

 



 

- 9 -

別記様式６ 

 

                       ○○第  号 

                       平成  年  月  日 

 

 

 住所 

 商号又は名称 

 代表者氏名 

 

 

                     岐阜県知事〔○○事務所長〕 

 

 

ＩＳＯ９００１認証取得活用監督業務等承認取消し通知書 

 

 

 先に、平成  年  月  日付け  第  号をもって○○○○建設工

事に関するＩＳＯ９００１認証取得を活用した監督業務等の取扱いを承認し

ましたが、下記理由により、その取扱いを取消すこととしたので通知します。 

 

 

 

 

記 

 

 

承認を取り消す理由： 
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別紙記載例（特記仕様書） 

 

 

○ 本工事は、ＩＳＯ９００１認証取得を活用した監督業務等の取扱いの対象 

 工事である。ただし、低入札価格調査の対象となった場合を除く。 

  請負者が、ＩＳＯ９００１認証取得を活用した監督業務等の取扱いの適用 

 を希望するときは、岐阜県知事〔○○事務所長〕に対し、工事請負契約締結 

 日から１４日以内に次の①から④までに掲げる書類を添えてその承認の申請 

 をすることが出来る。ただし、③及び④に掲げる書類については、①に掲げ 

 る書類によってその内容を確認することが出来る場合は、提出を要しない。 

 ①  ＩＳＯ９００１認証の取得に係る登録証の写し 

 ②  ＩＳＯ９００１の審査に係る次の書類 

   イ  直近の審査報告書（初回審査、定期審査又は更新審査のいずれかを対 

   象として審査登録機関が発行したものに限る。）の写し 

   ロ  イの審査に係る合否判定結果の写し 

 ③  申請に係る工事を担当する内部組織がＩＳＯ９００１認証を取得してい 

  る場合にあっては、その旨を示す書類 

 ④  ＩＳＯ９００１認証の範囲が、工事の内容に一致していることを示す書 

  類 

○ 岐阜県知事〔○○事務所長〕は、この取扱いの適用が適当と認めたときは、 

 申請日から１４日以内に承認し、その旨を申請者に通知する。 

○ 岐阜県知事〔○○事務所長〕は、この取扱いの適用が適当でないと認めた 

 ときは、申請日から１４日以内に理由を付してその旨を申請者に通知する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


